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論文内容の要旨
徹
本論文は、中国六朝時代の貴脹について、かれらが支配者層として成¥r_する経過、及び発展と衰亡の過
程を、貴族の文化的教養の具体的内容と、その獲得手段である学制と教育に注目して考築したものである。
本論文は、序文並びにぬij編ー，章、後編ーこそ者(附章一章)、結語によって構成される。序文では本研究の主
眼たる貴族の文化的教養の意義に着目する意図と、文化的教養獲得の手段である教育制度の研究史を述べ、
前編では六朝における教育の実態を再構成し、後編では教育からみた六朝貴族制の特質が考楽される。
前編第一章は、後漢の首都における教育機関太学の設置の忘図と盛衰等を述べ、次いでこの学制におけ
る教官である博士の制度について、職官制度上の地位、博士と学生である太学生・因子学生の選抜に関す
る制度を説明し、特に太学生と因子学生の聞に生じた入学資格の孟ーをこの時代の学制の重要な特質である
階層別教育の象徴と論じる。第一章は、地方行政官が設置した郡・県の学校制度を説明し、文学と呼ばれ
る官吏が長官の助言者・教官として存在していたことを明らかにし、各郡県の多機な学校と、多様な階層
出身学牛の存在、地方官学が担った地方行政と民の教化という政治的機能等が説明される。第三章は、官
僚や民間の士人が私的に行う教育活動に注目し、そこに各地から遊学生が集まり、儒学に止まらず多様な
学聞が教授されたことを述べ、次いで私学教育の機能が単に人材養成に止まらず、学問交流の場となり、
また士人集団が終結される場ともなって、それゆえ官学に比してより重要な教育機構であったとする。
後編第四章は、時ij半で後漢時代の宮人登用の方式が、官人候補者の試周期間における執務状況を人事の
重安息準としていたものから、中期以後官人のf語学の教養や文章作成能力へと変化したことを論証し、後
半で後漢政治史の重要要素である名士形成の契機が、当時の先進地域での私学教育と遊学の隆盛と、その
結果としての地域を越えた人的ネットワークの形成にあると結論する。第五章は、裂の宮人登用制度九品
宮人法が貴族制形成に重要な契機となったとする通説を批判し、むしろ丙晋戚寧二年、従来の太学とは別
に、五品以上の宮人の子弟教育のために置かれた国子学こそが貴族制形成に大きな役割を果したと結論す
る。また、 E良邪及び太原の主氏、陳郡の謝氏等著名な貫族を個別に抽出し、かれらが教育と学問によって
門地を形成維持した経過を説明し、特に有力家族の家庭教育における家風の形成や家学の伝承が貴族制の
維持に重要であったと主張する。第六章は、南朝貴族制の秩序を維持しつつ、門地に拘らない賢人による
官僚政治を同指した梁武帝の具体的方策が、第ーには学校策問の重視、第二に梁代の二種の官学の内、国
下学に対する五館の重視と策問という教育施策であり、これが貴族を凌駕する優秀な人材を生み、そこに
貴族制衰退の契機が含まれると論じた。附章は、貌晋南北朝時代に華北に進出した遊牧系民族による五胡
十六国中、前秦及び慕容鮮卑系諸燕伺の教育制度を比較検討したものである。そして以上を総合して、貴
族制の形成、発展、衰退の各段階にとって文仕的教養が重要な役割lを果したと結論づける。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、貴族の文化的教養を手がかりに六朝貴族制の本質そ分析したものである。従来やや概念的に
認識される傾向のあった貴族と教養の関連を、その会得手段である学制・教育に桂目して精密に考察し、
教養会得から貴族形成に至る過程を論理的に構想したことは、本論文の重要かっ独自の研究成果である。
序文及び前編・後編冒頭の研究史において、従来の後漢六朝教育制度研究は教育と貴族制の関連に関す
る視点が、また貴族制研究は貴族の教養会得とその経緯が貴族制の形成・発展・衰退の全過程といかに関
わるかの視点が希少であるとして、本論文の研究史上の位置付けを行うが、これは概ね妥当な認識である。
前編三章は、それぞれ一章を中央官学・地方官学・私学にあてて、その学校・教師・学生・教育内容等
の制度的解明を行うとともに、文化的教養の会得の過程と教養を基礎にした任宵の方式を考察したもので
ある。各章において解明された各学校に関する制度内容は豊富かっ系統的であり、本論文の:重要な成果と
評価することができるし、察挙制度を核とする官吏任用法の運用を詳細に検討して、その基準が官吏の実
務能力から教養へと変化する過程を明確にしたこと等も評価できる。これに加えて後漢初の太学設置が政
権の正統性を主張するためであったこと、中央官学における西醤戚寧二年の圃チ学設置が入学資格を貴族
に限定したという旧説に対して、当初は資格の限定がなく、太康三年にようやくそれが行われたとしたこ
と、地方郡学の教師が地方政治の一端として地域の教化を担ったこと等は、注目すべき見解である。また、
私学について遊学の現象に着目して、遊学の結果、 L人間のネットワークが形成され、それがやがて貴族
集団を構成する場となったという昆解は、貴族層形成に関する新しい師究成果として重視に値する。
後編は、三章をそれぞれ貴族制の形成、発展、衰退の問題にあて、構成自体が論理的であるのみならず、
その議論内容も総じて意欲的なものが多く、全体として六朝貴族制研究史に新しい局面をもたらす可能性
を秘めた有意義な成果であると評価できる。第四章における、後漢時代の官吏任用法の原理が実務能力重
視から文化的教養重視へと変化したこと、これが各種学校における教育内容を変化させるとともに、官吏
層のなかに儒学的教養を備えた人物を増加させる結果を生んだことを統計により証明し、さらに教養が社
会の中でかれらが名声を獲得する契機として機能し、貴族の前身たる名上と呼ばれる人物群が生み出され
たことを実証した点は、貴族形成過程を明瞭に説明した学説として評価できる。また、その名士群の形成
について、遊学における同学や門生関係がその契機であり、その遊学が汝南・穎川・南ー陽で特に盛んであっ
たことを明確にした点、は、このニ郡とその周辺が後間顕著な貴族を輩出した史実からみて、その結論は首
肯しうるものであり、研究史上の貢献を高く評価できる。第五官官には、注目すべき主張が二点ある。その
第ーは、九品官人法を貫族制成立の契機とする従来説を批判し、西晋の国子学設置が大きな意味をもっと
した点で、有意義な問題提起というべきである。第二は、貴族の家庭教育への着同で、間明された貴族の
家風の儀成、家学の継承に関する多くの事実は、本論文の主旨である寅族と文化的教養の不可分の関係を
十分に裏打ちするものであり、六朝貴族制研究の新視点と評価し得る。第六章では、まず梁武帝の伺人的、
または家庭の教育における学問の指向と、政治の場におけるそれとが事離しており、前者においては儒学
を、後者においては玄学をそれぞれ尊重奨励したことを綿密な考証に基づいて主張した所は、倉1)見といえ
る。次に梁武帝の貴族制再生の方策として従米重視されてきた国下学設置と策聞を分析して、それが実は
形式的なものであり、実際は梁時代が貴族制衰退期であったと結論するが、妥当な論証である。
本論文は、従来の六朝貫族制研究に見られなかった貴族と文化的教養との関係に論点を集中させ、史料
を博捜整理して主題を分析し、随所に新知見や問題提起を示した意欲作であり、研究史上の意義は大であ
ると評価できる。ただ、貴族構1)と官僚帝1)相互の関係が十分に内在化されず、文化的教養と貴族の木質との
関連が任官のみを媒介にして、やや表面的に認識されている点が惜しまれるが、それは現在の貴族制研究
の最大の課題であり、そのことが本論文の研究上の価値を減ずるものでは勿論ない。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学{立を授与するに値するものと認められる。
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